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津
久
井
富
雄
市
長
が
就
任

津
久
井
富
雄
市
長
が
就
任

市
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
第
６
代
大
田
原
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
津
久
井
富
雄
で
す
。

　

３
月
14
日
に
執
行
さ
れ
た
市
長
選
挙
に

お
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方

面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

当
選
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
誠
に
光
栄
の
至
り
で
あ
り
、
皆
様
方

に
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
職
責
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま

す
。

　

７
万
８
０
０
０
市
民
の
負
託
を
受
け
、

決
意
を
新
た
に
し
、
市
議
会
議
員
時
代
や

県
議
会
議
員
時
代
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
、

さ
ら
に
は
企
業
経
営
の
積
極
的
か
つ
戦
略

的
な
感
覚
を
活
か
し
、
大
田
原
市
政
の
刷

新
に
全
身
全
霊
、
持
て
る
す
べ
て
の
力
を

傾
注
し
大
田
原
市
勢
の
発
展
と
市
民
福
祉

の
向
上
を
期
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
た
び
の
選
挙
で
、
大

田
原
の
未
来
を
考
え
る
「
つ
く
い
富
雄
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
題
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
６
点
の
重
点
項
目
を
ご
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新

た
な
視
点
で
さ
ら
な
る
大
田
原
市
の
飛
躍

と
大
田
原
市
民
の
幸
せ
感
の
向
上
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
点
目
で
あ
り
ま
す
が
、
市
の

未
来
を
担
う
子
育
て
の
支
援
で
ご
ざ
い
ま

す
。
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環

境
づ
く
り
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
生
き

が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者
や
障
害
者

に
優
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
地
方
主
権
時
代
の
到
来
に

備
え
て
「
お
お
た
わ
ら
改
革
」を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
財
政
改
革
と
と
も
に
真
に

必
要
な
事
業
を
選
択
す
る
事
業
仕
分
け
を

行
い
ま
す
。

　

四
点
目
は
、
緊
急
雇
用
経
済
対
策
の
推

進
で
あ
り
ま
す
。
国
、
県
の
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
た
市
の
雇
用
支
援
対
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

五
点
目
は
、
産
業
振
興
と
し
て
「
お
お

た
わ
ら
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
生
命
、
環
境
、
情
報
産
業
を

三
本
柱
と
し
、
産
・
学
・
官
連
携
に
よ
る

新
大
田
原
市
産
業
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

六
点
目
は
、
医
療
と
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
増
進
と
予
防
医
学
の
総
合
的
な
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

・
地
域
医
療
機
関
と
連
携
し
た
市
民
の
た

め
の
医
療
と
健
康
の
最
先
端
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
緑
豊
か
で
清
流
の
ふ
る
さ
と
大
田

原
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
政
の

責
任
者
と
し
て
自
ら
先
頭
に
立
ち
全
身
全

霊
を
尽
く
し
て
責
任
を
全
う
し
て
い
く
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
主
権
時
代
に
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
主
役
、
主
権
者
は
市
民
の
皆
様
で

あ
る
こ
と
を
宣
誓
し
、
市
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
14
日
に
行
わ
れ
た
大
田
原
市
長
選

挙
で
初
当
選
し
た
津
久
井
富
雄
市
長
が
第

６
代
大
田
原
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

津
久
井
市
長
は
４
月
８
日
午
前
９
時
、

市
役
所
正
門
前
に
到
着
し
、
大
勢
の
市
民

の
皆
様
や
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
拍
手

に
迎
え
ら
れ
、
正
面
玄
関
前
ま
で
笑
顔
で

歩
を
進
め
ま
し
た
。
玄
関
前
で
市
職
員
か

ら
花
束
を
受
け
取
っ
た
後
、
大
き
な
声
援

を
背
に
庁
舎
に
入
り
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
総
合
文
化
会
館
ホ

ー
ル
で
市
職
員
を
前
に
初
訓
示
を
行
い
、

こ
の
中
で
津
久
井
市
長
は
「
公
約
を
実
現

す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
つ

も
り
で
す
。
市
民
の
皆
様
が
安
全
な
環
境

で
安
心
を
醸
成
し
、
一
人
一
人
の
幸
せ
感

が
向
上
す
る
よ
う
共
に
働
い
て
い
き
ま
し

ょ
う
。」と
訴
え
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
秘
書
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

市職員から花束を受け取る津久井市長市職員を前に就任のあいさつ
をする津久井市長

津
久
井
市
長
が
初
登
庁

総　　合
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津久井富雄市長
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●
支
給
対
象
者　

平
成
22
年
４
月
１
日
現

　

在
、
中
学
校
３
年
生
（
平
成
７
年
４
月

　

２
日
以
降
生
ま
れ
）ま
で
の
お
子
さ
ん

　

を
養
育
す
る
方

●
手
続
き　

左
の
表
の
と
お
り

●
支
給
額

　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

　

月
額
１
万
３
０
０
０
円

●
受
付
期
間　

９
月
30
日
（
木
）ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。
た
だ
し
、

　

５
月
20
日
ま
で
に
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

　

と
６
月
10
日
に
手
当
が
支
給
と
な
り
ま

　

す
。）

●
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

●
受
付
場
所　

市
役
所
東
別
館
こ
ど
も
課

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
受
給
者
名
義
の
保
険
証

・
受
給
者
名
義
の
通
帳

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　

市
で
は
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
子
育
て

環
境
向
上
の
た
め
、
平
成
19
年
10
月
１
日

か
ら
「
子
育
て
支
援
券
（
通
称‥

子
育
て

チ
ケ
ッ
ト
）事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
新
た
な
取
扱
店

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
店
は
、
新
た

　

に
次
の
１
店
舗
が
追
加
と
な
り
、
４
月

　

16
日
現
在
で
５
３
８
店
舗
と
な
り
ま
し

　

た
。

　
【
大
田
原
地
区
】

　

コ
コ
ス
大
田
原
店
（
末
広
２
）

●
ご
使
用
上
の
注
意

・
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
共
料
金
の
支

　

払
い
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
旧
金
券
（
５
０
０
円
券
）
は
、
使
用
期

　

限
を
発
行
日
か
ら
１
年
以
内
と
し
て
い

　

ま
し
た
。
暫
定
措
置
と
し
て
、
そ
の
使

　

用
と
換
金
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
す
。

●
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
募
集

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ

　

ひ
ご
加
盟
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

第
９
回
日
韓
対
抗
中
学
・
高
校
生
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
が
、
３
月
30
日
か
ら
４
月

１
日
ま
で
、
那
須
野
ヶ
原
Ｃ
Ｃ（
南
金
丸
）

で
開
催
さ
れ
、
両
国
と
も
中
学
生
男
女
各

２
名
、
高
校
生
男
女
各
４
名
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
３
月
28
日
に
は
開
会
式

が
行
わ
れ
、
両
国
の
選
手
同
士
が
互
い
の

健
闘
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
、
記
念
品
の

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
３
日
間
合
計
で
団
体

戦
男
子
は
日
本
の
勝
利
、
女
子
は
惜
し
く

も
敗
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
国
の
優
秀
選

手
男
女
各
１
名
に
大
田
原
市
長
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

○
第
１
日
目　

フ
ォ
ー
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
プ
レ
ー

　
【
男
子
団
体
】日
本
５
‐
１
韓
国

　
【
女
子
団
体
】韓
国
４
‐
２
日
本

○
第
２
日
目　

フ
ォ
ー
サ
ム
・
マ
ッ
チ
プ
レ
ー

　
【
男
子
団
体
】日
本
４
‐
２
韓
国

　
【
女
子
団
体
】日
本
３
‐
３
韓
国

○
第
３
日
目　

シ
ン
グ
ル
・
マ
ッ
チ
プ
レ
ー

　
【
男
子
団
体
】日
本
７
‐
５
韓
国

　
【
女
子
団
体
】韓
国
７
‐
５
日
本

○
３
日
間
合
計

　
【
男
子
団
体
】日
本
16
‐
８
韓
国

　
【
女
子
団
体
】韓
国
14
‐
10
日
本

○
市
長
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

日
本
男
子　

浅
地
洋
佑

　

日
本
女
子　

比
嘉
真
美
子

　

韓
国
男
子　

李　

昌　

　

韓
国
女
子　

白　

知
熹

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　　　　　　　　支給対象者

中学１年生までのお子さんがいる保護者

中学２年生または３年生のお子さんがいる保護
者で、小学生以下のお子さんがいる方

中学２年生または３年生のお子さんがいる保護
者で、小学生以下のお子さんがいない方

所得制限により児童手当を受給していなかった
保護者

児童手当が支給停止となっている方
（平成22年２月の児童手当等定期払時に入金が
確認できていない方）

　　　　　　手続きの内容

手続きは必要ありません。

　

手続きが必要になります。
申請に必要なものをそろえて、こども
課までお越しください。

※ 公務員の方は勤務先のお問い合わせください。

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

第
９
回
日
韓
対
抗
中
学
・

高
校
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

子
ど
も
手
当
受
付
開
始

日本男子団体の表彰式の様子

市長賞を受賞した比嘉真美子
選手（沖縄・本部高等学校）
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校
歌

　
約
束
を
し
よ
う

　
　
　
作
詞・作
曲
　
さ
だ
ま
さ
し

一
　 

歴
史
あ
る
町
に
暮
ら
し

　
　
心
あ
る
人
に
な
ろ
う

　
　
約
束
を
し
よ
う

　
　
強
い
夢
を
持
と
う

　
　
本
当
に
強
い
夢
な
ら

　
　
き
っ
と
叶
う
か
ら

二
　
美
し
い
自
然
の
中
で

　
　
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る

　
　
約
束
を
し
よ
う

　
　
強
い
人
に
な
ろ
う

　
　
本
当
に
強
い
人
と
は

　
　
心
優
し
い
人

三
　
黒
羽
中
学
校

　
　
こ
こ
に
友
と
集
う

　
　
約
束
を
し
よ
う

　
　
美
し
い
人
に
な
ろ
う

　
　
美
し
い
人
と
は

　
　
心
清
き
人

　
　
私
た
ち
黒
羽
の
子

　
　
約
束
を
し
よ
う

生徒代表あいさつで決意を誓
う弓座遥（ゆみざはるか）さん

小沼教育長（当時）から新しい校旗
を受け取る高信校長（右）

全校生徒の斉唱による校歌披露

生徒代表あいさつを行う佐藤駿
（さとうしゅん）君

小沼教育長（当時）に黒羽中学校の
校旗を返還する鈴木校長（当時、右）

閉校宣言を行う
蛭田委員長

　

３
月
30
日
、
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
統
合

に
よ
り
閉
校
す
る
川
西
中
学
校
・
黒
羽
中

学
校
・
須
賀
川
中
学
校
・
両
郷
中
学
校
の

合
同
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
各
中
学
校
の
生
徒
２
６
６
名

の
ほ
か
教
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
の

方
約
２
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
長
、
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
生

徒
を
代
表
し
て
須
賀
川
中
学
校
の
佐
藤
駿

君
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
学
校
が
な
く
な
る
の
は
寂
し

い
と
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
学
校
に
、
新

た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
決
意
を
力
強
く

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
学
校
ご
と
に
生
徒
全
員
が

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
最
後
の
校
歌
を
斉

唱
。
そ
の
後
、
４
校
の
校
長
先
生
が
各
学

校
の
校
旗
を
小
沼
教
育
長
へ
返
還
。
最
後

に
、
教
育
委
員
会
の
蛭
田
委
員
長
が
閉
校

宣
言
を
行
い
、
各
校
63
年
の
歴
史
に
幕
を

降
ろ
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

　

４
月
３
日
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き

平
成
18
年
度
か
ら
４
年
計
画
事
業
と
し
て

整
備
を
進
め
て
き
た
新
「
黒
羽
中
学
校
」

の
開
校
式
が
同
校
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
は
、
２
・
３
年
生
の
生
徒

や
教
職
員
の
ほ
か
関
係
者
約
６
８
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

市
長
、
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
生

徒
を
代
表
し
て
３
年
生
の
弓
座
遥
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
。「
文
武
両
道
の
精
神
で
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。
統
合
さ
れ
た
４
校
の
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し

い
伝
統
を
築
い
て
い
き
ま
す
。」と
決
意
を

誓
い
ま
し
た
。

　

小
沼
隆
教
育
長
か
ら
高
信
洋
一
校
長
に

新
し
い
校
旗
が
渡
さ
れ
た
後
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
が

作
詞
・
作
曲
し
た
校
歌
「
約
束
を
し
よ
う

」が
生
徒
の
皆
さ
ん
の
斉
唱
に
よ
り
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
開
校
を
記
念
し
て
市
民
の

皆
様
を
対
象
と
し
た
見
学
会
が
開
か
れ
、

約
２
５
０
０
名
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
12

学
級
、
３
８
４
名
の
生
徒
が
新
し
い
学
校

で
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

黒
羽
地
区
の
４
中
学
校

合
同
閉
校
式

新「
黒
羽
中
学
校
」開
校
式

＝
３
月
30
日
＝

＝
４
月
３
日
＝



「
広
報
お
お
た
わ
ら
」に
対
す
る

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　

●
国
保
税
率
改
定
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
分

　

か
り
づ
ら
か
っ
た
。
標
準
世
帯
の
例
な

　

ど
を
出
す
と
、
よ
り
分
か
り
や
す
か
っ

　

た
の
で
は
な
い
か
。　
（
５
月
１
日
号
）

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
｢対
策
本
部
設

　

置
」の
記
事
は
良
か
っ
た
。
特
に
｢咳
エ

　

チ
ケ
ッ
ト
」は
参
考
に
な
っ
た
。
た
だ
、

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
の
基
礎
知
識
が
一
番

　

大
切
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
記
事
を
メ

　

イ
ン
に
し
て
ま
と
め
た
方
が
良
か
っ
た

　

と
思
う
。　
　
　
　
　
（
５
月
15
日
号
）

●
｢ご
み
の
正
し
い
出
し
方
に
ご
協
力
を
」

　

の
記
事
で
、
収
集
し
な
い
場
合
の
具
体

　

例
を
記
載
す
る
と
分
か
り
や
す
か
っ
た

　

と
思
う
。　
　
　
　
　
（
６
月
１
日
号
）

●
新
年
度
最
初
の
広
報
と
い
う
こ
と
で
、

　

市
の
予
算
、
事
業
、
組
織
の
変
更
な
ど
、

　

難
し
い
記
事
が
多
く
、
分
か
り
づ
ら
か

　

っ
た
。　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

●
｢お
笑
い
ラ
イ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」ゲ
ス
ト

　

の
Ｕ
字
工
事
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
２
度

　

掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
繰
り
返
さ
な
く

　

て
も
い
い
の
で
は
。　
（
10
月
１
日
号
）

●
市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
は
、
若
い
人

　

た
ち
の
頼
も
し
い
文
章
で
楽
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
15
日
号
）

●
定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
の
記
事
で
、

　

一
番
気
に
な
る
支
給
対
象
の
説
明
が
分

　

か
り
づ
ら
か
っ
た
。
箇
条
書
き
で
説
明

　

し
た
方
が
良
か
っ
た
。
し
か
し
、
絵
に

　

よ
る
｢受
け
取
る
ま
で
の
流
れ
」と
｢Ｑ

　

＆
Ａ
」は
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

●
道
路
開
通
の
記
事
内
で
「
供
用
開
始
」

　

な
ど
の
専
門
用
語
が
多
用
さ
れ
て
い
た

　

が
、
分
か
り
や
す
い
用
語
に
し
た
方
が

　

良
い
。　
　
　
　
　
　
（
４
月
15
日
号
）

●
全
体
的
に
、
記
事
内
容
を
丁
寧
に
伝
え

　

よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
文
章
が
重
い
感

　

じ
が
す
る
。　
　
　
　
（
５
月
１
日
号
）

●
市
役
所
の
終
了
時
刻
変
更
の
記
事
で
、

　

変
更
前
、
変
更
後
の
時
間
の
色
を
変
え

　

な
い
方
が
見
や
す
い
。
こ
の
変
更
は
市

　

役
所
全
般
を
指
し
て
い
る
の
で
支
所
、

　

出
張
所
に
つ
い
て
は
載
せ
る
必
要
は
な

　

い
と
思
わ
れ
る
。　
　
（
２
月
15
日
号
）

●
市
民
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
見
る
と
、

　

市
民
の
た
め
の
広
報
と
感
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
１
日
号
）

●
各
地
域
の
花
市
の
風
景
は
良
く
表
現
さ

　

れ
て
い
た
。
ど
ん
と
祭
り
の
写
真
は
も

　

う
一
工
夫
欲
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
15
日
号
）

●
表
紙
の
ブ
ル
ー
地
に
黄
色
の
文
字
は
少

　

し
見
に
く
い
。　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

●
道
路
開
通
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
写
真
は

　

昔
か
ら
の
定
番
で
、
残
す
必
要
は
あ
る

　

が
、
広
報
の
表
紙
に
は
合
わ
な
い
と
思

　

う
。　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

●
表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
い
つ
も
同
じ
で

　

新
鮮
味
が
な
い
。
固
定
せ
ず
に
記
事
に

　

合
わ
せ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
も
変
化
さ
せ
て

　

は
。　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
15
日
号
）

●
表
紙
の
写
真
を
も
っ
と
大
き
く
し
た
り
、

　

２
枚
入
れ
た
り
。
ま
た
、
写
真
の
説
明

　

文
字
を
大
き
く
し
た
り
、
読
み
た
く
な

　

る
生
き
た
表
紙
に
。　
（
８
月
15
日
号
）

●
新
聞
と
く
ら
べ
て
行
間
が
狭
い
た
め
、

　

読
み
づ
ら
い
。
文
字
の
大
き
さ
を
含
め

　

て
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
１
日
号
）

●
成
人
式
の
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
、
写
真
が

　

小
さ
く
て
感
動
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　

大
き
な
写
真
が
良
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
１
日
号
）

●
今
の
広
報
は
一
方
通
行
。
市
民
参
加
型

　

の
広
報
が
良
い
と
思
う
。｢市
民
か
ら
の

　

便
り
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
お
も
し
ろ
写
真
、

　

思
い
出
な
ど
」色
々
な
情
報
を
募
集
し

　

た
り
、
集
め
た
り
す
る
と
良
い
の
で
は

　

な
い
か
。　
　
　
　
　
（
３
月
15
日
号
）

●
市
民
が
感
じ
て
い
る
声
な
ど
、
気
軽
に

　

伝
え
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
る
と

　

い
い
と
思
う
。　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

●
編
集
後
記
の
様
な
場
所
を
作
っ
て
、
広

　

報
発
行
し
て
何
年
目
だ
と
か
、
色
々
な

　

こ
と
を
記
述
す
れ
ば
お
も
し
ろ
い
と
思

　

う
。　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
１
日
号
）

●
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
は
、
毎
号
楽
し
い
。

　

市
の
活
動
や
、
市
民
の
日
常
の
暮
ら
し

　

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
ス
ケ

　

ッ
チ
を
。　
　
　
　
　
（
４
月
15
日
号
）

●
広
報
綴
り
込
み
フ
ァ
イ
ル
の
全
国
青
少

　

年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
の
写
真
は
素
晴
ら

　

し
い
。
生
き
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

●
年
齢
、
性
別
、
暮
ら
し
方
な
ど
異
な
る
、

　

あ
ら
ゆ
る
市
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広

　

報
づ
く
り
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
15
日
号
）

●
大
田
原
市
の
子
育
て
支
援
な
ど
は
、
か

　

な
り
評
価
で
き
る
。
子
育
て
中
の
娘
の

　

話
で
は
、
他
市
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た

　

お
母
さ
ん
が
、
と
て
も
喜
ん
で
い
る
と

　

い
う
。　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
号
）

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

　
市
で
は
、
よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
10
名
の
方
に

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
も
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

記
事
の
内
容
で
、お
気
付
き
の
点
は

あ
り
ま
し
た
か
？

文
章
表
現
で
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
し
た
か
？

写
真
や
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
で

お
気
づ
き
の
点
は
あ
り
ま
し
た
か
？

今
後
、広
報
紙
に
ど
の
よ
う
な
記
事

の
掲
載
を
希
望
し
ま
す
か
？

そ
の
他
、お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば

自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

総　　合
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イベント・お知らせ
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●
期　

日　

　

５
月
15
日（
土
）〜
23
日（
日
）

●
時　

間　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
閉
館
）

●
場
所
・
展
示
内
容

【
メ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】個
展
会
場

・
マ
ル
ビ
シ
(株
田
昌
彦
・
絵
画
）

・
大
田
原
郵
便
局
(岩
佐
徹
氏
・
版
画
）

・
ユ
ー
ア
イ
館
(上
條
陽
子
氏
・
絵
画
）

・
い
わ
い
や
(富
田
眞
州
氏
・
彫
刻
）

【
ア
ン
テ
ナ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

・
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大
田
原
店

　

各
作
家
の
作
品
を
数
点
ず
つ
展
示

【
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】
市
内
33
店
舗

　

に
各
作
家
の
作
品
を
展
示

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

街
か
ど
美
術
館
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
い

　

た
だ
く
た
め
、
作
品
の
飾
り
付
け
や
片

　

付
け
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

　

方
を
募
集
中
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
政
策
担
当

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　

街
か
ど
美
術
館
運
営
委
員
会

　
（
会
長　

下
地
）

　
　
　
（
２
３
）５
４
４
６

　

松
尾
芭
蕉
が「
お
く
の
ほ
そ
道
」の
行
程

で
黒
羽
地
区
に
逗
留
し
た
５
月
21
日
か
ら

６
月
３
日
ま
で
を「
芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク
」と
し

て
、次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期　

間　

　

５
月
21
日（
金
）〜
６
月
３
日（
木
）

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

【
旧
浄
法
寺
邸
で
の
展
示
・
販
売
な
ど
】

○
日　

時

　

５
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

　
　
　

29
日（
土
）・
30
日（
日
）

○
場　

所　

　

旧
浄
法
寺
邸（
芭
蕉
公
園
内
）

○
内　

容

・
芭
蕉
関
連
の
展
示（
滞
在
日
程
、
当
時
の

　

旅
支
度
・
食
・
農
業
、芭
蕉
関
連
商
品
）

・
紙
芝
居
上
演

・
絵
本
販
売
（『
黒
羽
へ
よ
う
こ
そ
芭
蕉
さ

　

ん
』５
０
０
円
）

　

４
時
30
分
ま
で
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

【
３
２
１
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　

芭
蕉
気
分
で
芭
蕉
の
里
を
散
策
】

○
内　

容　

　

３
２
１
年
前
に
芭
蕉
さ
ん
が
黒
羽
を
訪

　

れ
た
気
分
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
て
散
策
。

　

コ
ー
ス
途
中
の
史
跡
で
は
、
当
地
の
観

　

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｢ふ
る
さ
と
を
知
る

　

会
」
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

芭
蕉
さ
ん
の
生
き
た
江
戸
時
代
の
文
化

　

で
あ
る「
江
戸
し
ぐ
さ
」に
つ
い
て
の
講

　

演
も
あ
り
ま
す
。

○
日　

時　

　

５
月
21
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

○
集　

合　

　

午
前
８
時
45
分　

市
役
所
黒
羽
庁
舎

○
行　

程

　

黒
羽
庁
舎
↓
河
岸
跡
↓
堂
川
プ
ロ
ム

　

ナ
ー
ド
↓
常
念
寺
↓
明
王
寺
↓
鮎
の
碑

　

↓
旧
浄
法
寺
邸《
江
戸
講
話「
江
戸
し
ぐ

　

さ
」》　
（
昼
食
）　

解
散

○
募
集
人
員

　

40
名（
市
外
在
住
者
も
可
）

○
参
加
費
用　

　

５
０
０
円
(昼
食
代
・
保
険
料
と
し
て

　

当
日
集
金
）

○
申
込
方
法　

　

５
月
５
日（
水
）か
ら
15
日（
土
）ま
で
に

　

大
田
原
市
観
光
協
会
ま
で
電
話
で
申
し

　

込
み
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
黒
羽
芭
蕉
の
館　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
】

○
テ
ー
マ　
「
画
巻
で
み
る『
お
く
の
ほ
そ
道
』」

○
期　

間　

５
月
21
日（
金
）〜
６
月
３
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後

　ピアートホールの電話番号が５月１日
から次のように変わります。おかけ間違
いのないようご注意ください。

                  （旧）      ５９   －  ０８５５
                                           ↓
              （新）   ５９ － ０８５６
※なお、黒羽図書館の電話番号はこれまで
　どおり　  ５９－０８５５です。

ピアートホールの電話番号が変わりますピアートホールの電話番号が変わります

「
芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク
」イ
ベ
ン
ト
開
催

「
芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク
」イ
ベ
ン
ト
開
催

か
ぶ  

た   

ま
さ
ひ
こ

い
わ   

さ 

と
お
る

か
み
じ
ょ
う 

よ
う  

こ

と
み  

た   

ま
さ
く
に

昨年の芭蕉ウィークに行われた「芭蕉さんの生
活ちょっぴり体験ツアー」

昨年の街かど美術館にて作家から説明を
受ける中学生

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」

大
田
原
市
街
か
ど
美
術
館
開
催

「
第
19
回
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
展
」



水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

電
話
加
入
権
を
公
売

橋
の
道
路
照
明

「
エ
コ
消
灯
」継
続

お知らせ
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み
な
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
使
用
水
量
を
適
正
か
つ
正
確
に

計
量
す
る
た
め
、
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
有
効
期
間
が
満
了
す
る
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
交

換
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
市

の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
証
の
写
し

を
携
行
す
る
市
指
定
業
者
が
、
該
当
す
る

方
々
の
お
宅
へ
伺
い
、
交
換
し
ま
す
の
で
、

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
交
換
す
る
メ
ー
タ
ー
の
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
円
滑
な
交
換
作
業
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
程　

左
表
の
と
お
り

※
都
合
に
よ
り
一
部
地
域
が
変
更
に
な
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
関
し
て
は
費
用
は

　

か
か
り
ま
せ
ん
。

※
一
部
修
繕
に
自
己
負
担
が
あ
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
係

　
　

   

（
２
３
)８
７
１
３

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

●
日　

時　

　

５
月
21
日
(金
)午
前
10
時

●
場　

所　

　

栃
木
県
那
須
庁
舎
第
２
会
議
室

　

（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９
）

●
持
参
す
る
も
の

・
現
金

・
印
鑑

・
筆
記
具

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　
　

（
２
３
)４
１
７
１

　

平
成
21
年
11
月
か
ら
平
成
22
年
２
月
ま

で
県
内
全
域
で
道
路
照
明
の
消
灯
試
験
を

実
施
し
、
そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
95
％
の
方
か
ら
｢大
い
に
賛

成
・
安
全
性
が
確
保
で
き
れ
ば
賛
成
｣と

い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
22
年
３
月
以
降
も
１
年
間
消
灯
を
継

続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
灯
基
数
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
実
施
場
所　

　

主
要
地
方
道
大
田
原
高
林
線
今
泉
橋

　
（
大
田
原
市
今
泉
地
内
）

●
実
施
内
容　

　

４
基
の
照
明
の
う
ち
２
基
消
灯

●
実
施
期
間　

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
１
年
間

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
大
田
原
土
木
事
務
所
保
全
部

　
　
　

（
２
３
)６
５
４
３

　
　
　

（
２
３
)６
５
４
４

水道メーター交換日程表水道メーター交換日程表
●交換時間　午前８時～午後５時

５月中旬
　～６月上旬

６月中旬
　～７月上旬

７月中旬
　～８月上旬

８月中旬
　～９月上旬

９月中旬
　～10月上旬

10月中旬
　～11月上旬

大田原地区：山の手１丁目､住吉１･２丁目､紫
塚１･２･３･４丁目､末広１･２丁目､若草１丁
目､中田原､荒井､岡､今泉､町島､富池､市野沢､
練貫､小滝､北金丸､南金丸 など
黒羽地区：黒羽向町､黒羽田町､余瀬､蜂巣 など

大田原地区：山の手２丁目､城山１・２丁目､
元町１･２丁目､新富１･２･３丁目､中央１･２
丁目､本町１･２丁目､美原１･２･３丁目､浅香
１･２丁目 など
湯津上地区：湯津上､佐良土､蛭畑､蛭田
大田原地区：奇数月検針口径20mm以上メーター
黒羽地区：前田､堀之内､北滝､須佐木､両郷､寒
井､北野上､須賀川

大田原地区：偶数月検針口径20mm以上メーター
湯津上地区：蛭田､新宿､片府田
大田原地区：上奥沢､奥沢､北大和久､鹿畑､倉骨､
親園､浅香５丁目､実取､花園､荻野目､上石上､下
石上､薄葉､平沢､佐久山
黒羽全地区：口径20mm以上メーター

大田原地区：浅香３･４丁目､若松町､富士見１･
２丁目､若草２丁目､加治屋､福原､大神､佐久山､藤沢
湯津上全地区：口径20mm以上メーター

実　施　地　区期　　間

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

大
田
原
高
●

蛇尾川

紫
塚
小
●

紫
塚
小
●

●大田原
　赤十字病院
●大田原
　赤十字病院●

市役所

至那須塩原駅

至西那須野駅

主
要
地
方
道

大
田
原
高
林
線

主
要
地
方
道

大
田
原
高
林
線

今泉橋

今泉橋案内図



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

｢消
費
者
月
間
｣に
は
、
消
費
者
問
題
に

関
す
る
啓
発
・
教
育
な
ど
が
集
中
的
に
行

わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、
国
民
の
消
費
生
活
の

安
定
と
向
上
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
43
年

5
月
に
｢消
費
者
保
護
基
本
法
｣（
現
在
は

消
費
者
基
本
法
)が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

由
来
し
、
昭
和
63
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
統
一
テ
ー
マ
は
、｢守
ろ
う
よ
、

み
ん
な
を
！
〜
な
く
そ
う
！
高
齢
者
の
消

費
者
被
害
〜
｣で
す
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
｢消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
｣の
電
話
番
号
０
５

７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０
の
周
知
も
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。

　

大
田
原
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
街

頭
で
の
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
を
行
う
な
ど
、

相
談
窓
口
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
の
対
処
法
な
ど
を
紹

介
し
事
前
に
被
害
を
防
止
す
る
出
前
講
座

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。自
治
会
や

老
人
会
な
ど
の
単
位
で
開
催
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
大
田
原
市
住
吉
町
１
‐
９
‐
３
７
）

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

毎
年
５
月
は

「
消
費
者
月
間
」で
す

「
消
費
者
月
間
」
の
由
来

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（４月19日現在)

●お母さん・お子さん向け
　チャイルドシート、テーブルチェア
　ベビーカー、ベビーベッド
　ランドセル
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　洋服ダンス、和ダンス、サイドボード
　応接セット、学習机、冷蔵庫
　電子オルガン、エレクトーン
●その他
　硬式テニスラケット

●お母さん・お子さん向け
　乳児用チャイルドシート
　ベビー服、ベビー用品一式
　子ども服、布生地
　子ども用マウンテンバイク
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　マッサージチェア
　ロックミシン、整理ダンス
　掃除機、洗濯機
　テレビ、電子ピアノ
　ＤＶＤデッキ・プレーヤー
●その他
　大田原女子高校冬用制服上下（11号）
　宇短附高女子用制服一式（L～LL）
　着物一式、スクーター、自転車
　竹製苗運びかご、大八車・荷車
　米びつ（木製）、マブシ織り具
　農業用手押し式溝切り機

大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報

○品物は消費生活センターには置いてありませ
　ん。センターに連絡をいただいた後は、相手
　方を紹介し、個人間のやり取りとなります。
○お互いの話し合いにより、原則として無料で
　受け渡しをお願いします。有料希望は受け付
　けません。
○トラブルを防ぐため、内容変更や結果(成立・
　不成立など)をセンターにご連絡ください。
○連絡がない場合は、登録日から６か月で登録
　抹消いたします。

不用品受け渡しに関する注意事項

■問い合わせ　大田原市消費生活センター（住吉町１-９-３７）　　（２３)６２３６
　　　　　　　《通常受付時間》平日  午前９時～正午、午後１時～４時

投資は慎重に考えましょう！
Q

A

お知らせ
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　　「老後の資金は今あるお金を減らさないことから始まりま
　す」と、電話で安全な資産運用を勧められた。未公開株との事
　だったので、問題が多いとテレビで言っていたと答えたら、有
　名なネットの会社で確実という。また発展途上国へ社会貢献
　している会社の社債も組み込み元本保証、金利も 10％確実、
　「今の銀行の金利を考えてください」と言われた。自宅へ訪問
　するというが話だけでも聞こうかと思う。大丈夫だろうか。
　　投資とは、資（宝物、財貨）を投げると書きます。預金とは、お
　金を預けると書き、保管を依頼する意味合いです。字を見ただ
　けでもわかるように全く違う性質の物です。預けたものはい
　ずれ返ってきますが、投げてしまったものはどうなるかわか
　りません。絶対確実はあり得ませんし、多かれ少なかれリスク
　は付いて回ります。投資を勧める業者の中には悪質業者もい
　ますので十分注意しましょう。
①登録金融機関の確認をしましょう！
　　株式や投資信託などの取引が行えるのは、証券会社（金融商
　品取引業者）や銀行などの登録金融機関です。登録は金融庁の
　ホームページ（http://www.fsa.go.jp/）を開いて「所管金融機関
　の状況」から確認できます。
　　なお、｢登録がある｣から｢信用できる｣とは限りませんので
　ご注意ください。
②元本保証、値上がり確実、○○％保証などを強調するセールス
は要注意！
　　「必ずもうかる」などの利益を断定的にうたうことは、法律
　で禁止されています。
③勧誘電話は、すぐ切りましょう！
　　長く会話に付き合うと「見込み客」とみなされ以後拒否する
　ことが困難になります。聞く気がなければ、すぐに電話を切り
　ましょう。
④断る勇気を持ちましょう！！
　　金融商品は、自らの意思で吟味し購入するもの。業者側から
　の勧誘は、いかなる場合も、まずは疑ってかかるべきです。少
　しでも不安や不審と思ったら断りましょう。
◎相談受付時間の延長
　消費生活センターでは、通常の受付時間に加え、次の時間に相
談を受け付けます。
○毎月第１土曜日（23年１月は除く）
　午前９時から正午、午後１時から４時
○毎月第１および第３金曜日　午後４時から６時



　

※自己規制値：広域クリーンセンター大田原が独自に
　　　　　　　設定した基準値です。

測定値 排出基準

ガイドライン
排出基準

（法定排出基準）
１号煙突 ２号煙突

0.0083 0.000000075

自己規制値※

0.1以下
（1.0以下） 0.05以下

単位：ng-TEQ/㎥N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
で
は
、
１
月
に
全
世
帯
に
エ
コ
バ
ッ

グ
を
配
布
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
現
在
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
市
内
の
店
舗
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
協
力
店
舗

○
さ
か
い
り
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
黒
羽
店

○
塩
原
屋
中
田
原
店　
　

○
三
桝
屋
大
田
原
店

○
た
い
ら
や
大
田
原
店

○
栃
木
県
職
員
生
活
協
同
組
合　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

５
月
30（
日
）は
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」で
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
て
私
た
ち
の
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
日　

時　

５
月
30
日（
日
）

　

午
前
７
時
〜
９
時

●
ご
み
集
積
場
所　

各
自
治
会
の
回
覧
板

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
ご
み

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
を「
も
や
せ
る
ご

　

み
」、「
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
類
」、「
か
ん
類
」、

　
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」に
分
別
し
て
収
集
。

●
注
意
事
項

①
拾
っ
た
ご
み
は
、き
ち
ん
と
種
類
別
に
分

　

け
ま
し
ょ
う
。

②
拾
っ
た
ご
み
は
、各
自
治
会
に
配
布
す
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

③
家
庭
の
ご
み
は
、出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　
〈
５
月
30
日
当
日
の
問
い
合
わ
せ
〉

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　
（
２
０
）２
２
７
０

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
問
題
に
対
す

る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
資
源
ご
み
回
収
報
償
金
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

報
償
金
の
対
象
と
な
る
資
源
ご
み
や
手

続
き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
報
償
金
の
額

・
紙
類　

１
㎏
あ
た
り
４
円

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

１
袋
３
０
０
円
（
市

　

が
貸
与
す
る
専
用
の
回
収
袋
）

●
必
要
な
手
続
き

①
毎
年
度
、
団
体
登
録
の
届
出
を
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
。
（
随
時
受
付
）

②
上
半
期
分
と
下
半
期
分
の
年
２
回
、
実

　

績
報
告
書
と
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

レ
ジ
袋
削
減
に
よ
る

地
球
温
暖
化
防
止
に
ご
協
力
を

「
み
ん
な
で
参
加  

き
れ
い
な
ま
ち
」

ご
み
の
一
斉
清
掃
実
施

※自己規制値：広域クリーンセンター大田原が独自に
　　　　　　　設定した基準値です。

ガイドライン
排出基準

（法定排出基準）
１号煙突 ２号煙突

0.00065 0.0043

自己規制値※

0.1以下
（1.0以下） 0.05以下

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
の
排
出
ガ
ス
に
つ
い
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策

特
別
措
置
法
第
28
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
12
月
17
日
お
よ
び
平
成
22
年
３
月

５
日
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

分
析
結
果
は
１
号
煙
突
、
２
号
煙
突
と
も
、
各
排
出
基
準
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　

（
２
０
）
２
２
７
０

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
分
析
結
果
』

《ダイオキシン類測定分析結果》

単位：ng-TEQ/㎥N
【測定日：平成 21 年 12 月 17 日】

【測定日：平成 22 年３月５日】

資
源
ご
み
回
収
報
償
金
制
度

お知らせ

平成22年５月１日号9

測定値 排出基準



　

市
で
は
、
介
護
予
防
を
進
め
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
「
介
護
予
防
リ
ー
ダ

ー
」を
養
成
し
ま
す
。

　

現
在
２
６
５
名
の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

が
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防
の
実
践
、
地

域
の
介
護
予
防
事
業
な
ど
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

●
研
修
日
程　

左
表
の
と
お
り

●
開
催
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

　

分
（
第
１
回
の
み
午
前
10
時
〜
正
午
）

●
開
催
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

●
定　

員　

50
名

●
申
込
期
間　

５
月
10
日
（
月
）
〜
５
月
20

　

日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
会
参
加
者
募
集

乳幼児健康相談 ■問い合わせ：こども課母子健康係　　　　　 (23)8634
管理栄養士・保健師・看護師が
子育てについての相談を受けま
す。

日　時 場　所
５月27日(木)
9:30～11:00

内　　容
黒羽
保健センター

身長と体重測定
育児相談

持ち物

日　時 場　所 内　　容 持ち物

日　時 場　所 内　　容

日　時 場　所 内　　容

持ち物

日　時 場　所 内　　容 持ち物

親子健康手帳
(母子健康手帳)

リフレッシュデイ ■問い合わせ：高齢いきがい課介護予防係　　（23）8917
健康で自立した生活を続けるため
に、体を動かし、心身ともにリフ
レッシュしましょう。５月27日(木)

10:00～11:30
大田原保健
センター ほか

しんとみリフレッシュパークまでの
ウォーキングと与一いきいき体操 など

飲み物・帽
子・タオル

おたっしゃクラブ ■問い合わせ：高齢いきがい課介護予防係    　（23）8917
住み慣れた地域でいきいきと自分
らしく生きるために、積極的に身
体を動かし、脳を活発に働かせま
しょう。

５月25日(火)
9:30～11:30

大田原
保健センター 与一いきいき体操

すくすく教室 ■問い合わせ：こども課母子健康係　　　    　 （23）8634
10か月～11か月のお子さんを対
象とした、こころとことばを育
む準備の教室です。対象者には
個別に通知します。

５月21日(金）
9:30～11:30

大田原
保健センター

講話
集団指導（親子のスキンシップ）

親子健康手帳
(母子健康手帳)

健康ウォーキング ■問い合わせ：健康政策課成人健康係　　　　（23）7601
ストレッチや筋力トレーニングで
身体をほぐし、ウォーキングを行
います。事前に電話予約が必要で
す。

５月18日(火）
9:15～11:30

黒羽
保健センター

正しいウォーキングの方法
ストレッチ ほか

飲み物･帽
子･タオル

平成22年度　介護予防リーダー研修会日程表

回 月　日 研　修　内　容 担当・講師

開講式
老化とは
｢老人のこころとからだの特性」
高齢者の特徴とその接し方

高齢いきがい課
国際医療福祉大学
　医師　

介護予防とは
運動について
「高齢者における運動の効果」

高齢いきがい課
国際医療福祉大学
　理学療法士

認知症について
「どんな症状があるの？
　お年寄りの気持ちは？
　関わりのコツ」
認知症サポーターについて

国際医療福祉大学
　作業療法士

高齢いきがい課
国際医療福祉大学
　言語聴覚士

口腔ケアについて
「なぜ大切か？
　上手なケアとは」

体力測定
「自分自身の体力を知ろう」

国際医療福祉大学
　理学療法士

筋力アップ体操　実技　
閉講式　修了証授与

国際医療福祉大学
　理学療法士
高齢いきがい課

3

1

2

4

5

6

５月26日
(水)

６月３日
(木)

６月８日
(火)

６月17日
(木)

６月24日
(木)

７月８日
(木)

お知らせ
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市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
い

て
、
新
た
な
発
見
を
し
な
が
ら
心
地
よ
い

汗
を
流
し
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

●
主　

催　

メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会

●
日　

時　

５
月
29
日
（
土
）　

小
雨
決
行

　

集
合　

午
前
9
時

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
休
憩
時

　

間
含
む
）

●
集
合
場
所　

な
か
が
わ
水
遊
園
駐
車
場

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス　

約
７
km

　
「
屋
号
を
く
ぐ
っ
て
鮎
に
会
い
に
行
こ

　

う
コ
ー
ス
」（
湯
津
上
１
万
歩
マ
ッ
プ   

）

　
●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方　
　

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・

　

障
害
保
険
加
入
代
１
０
０
円

●
申
込
方
法　

５
月
10
日
（
月
）
〜
５
月
21

　

日
（
金
）
の
期
間
中
に
、
推
進
連
絡
会
ま

　

で
電
話
で
申
し
込
み
。

●
メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会
と
は

　

市
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受

　

け
て
発
足
し
た
市
民
主
催
の
自
主
的
な

　

会
で
す
。
健
診
の
結
果
か
ら
、「
食
べ

　

過
ぎ
・
運
動
不
足
」が
代
謝
を
低
下
さ

　

せ
、
動
脈
硬
化
性
変
化
を
も
た
ら
す
こ

　

と
に
気
付
き
、
自
分
な
り
の
目
標
を
掲

　

げ
て
、
日
々
の
生
活
を
見
直
し
て
い
ま

　

す
。
こ
の
会
で
、
仲
間
と
と
も
に
運
動

　

や
食
事
量
に
つ
い
て
学
び
合
っ
て
い
ま

　

す
。
随
時
会
員
募
集
中
で
す
の
で
、
関

　

心
の
あ
る
方
は
推
進
連
絡
会
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会

　

会
長
平
野
保
男

　
　
　
（
９
８
）２
３
５
９

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係（
共
催
）

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

●
要
約
筆
記
と
は

　

中
途
失
聴
や
難
聴
の
方
で
、
手
話
に
な

　

じ
み
が
な
い
方
に
対
し
、
会
話
の
内
容

　

を
要
約
し
、
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝

　

え
る
筆
記
通
訳
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

会
話
を
全
て
文
字
に
し
て
伝
え
る
の
は

　

難
し
く
、
そ
れ
を
要
約
す
る
た
め「
要
約

　

筆
記
」と
い
い
ま
す
。　

●
期　

間　

６
月
４
日
（
金
）
〜
９
月
24
日

　
（
金
）　

毎
週
金
曜
日　

全
16
回

●
時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

市
役
所
東
別
館
１
階
会
議
室

●
対
象
者　

市
に
住
所
を
有
す
る
方

●
定　

員　

先
着
10
名

●
受
講
料　

無
料　

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

　

代
自
己
負
担（
２
０
０
０
円
程
度
）。

●
申
込
方
法　

５
月
６
日
（
木
）
〜
５
月
25

　

日
（
火
）
ま
で
の
期
間
中
に
、
福
祉
課
福

　

祉
支
援
係
に
電
話
で
申
し
込
み
。　

●
注
意
事
項　

基
礎
課
程
終
了
後
、
引
き

　

続
き
市
で
行
う
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

　

講
座
（
応
用
課
程
）
を
受
講
し
、
登
録
す

　

る
こ
と
に
よ
り
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
と

　

し
て
、
聴
覚
に
障
害
を
も
つ
方
を
サ
ポ

　

ー
ト
す
る
活
動
が
で
き
ま
す
。　　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

●
日　

時　

９
月
26
日
（
日
）　

午
前
８
時

　

30
分
〜（
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
）

●
場　

所　

栃
木
県
総
合
運
動
公
園
、
栃

　

木
県
体
育
館
プ
ー
ル
館
、
と
ち
ぎ
福
祉

　

プ
ラ
ザ

●
競
技
種
目　

陸
上
競
技
、
卓
球
、
ア
ー

　

チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

　

水
泳
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、

　

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
対
象
者　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、

　

県
内
に
居
住
す
る
満
12
歳
以
上
の
身
体

　

障
害
者
お
よ
び
知
的
障
害
者

●
申
込
方
法　

次
の
窓
口
に
直
接
申
込
。

①
在
宅
の
方…
市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

②
学
校
在
籍
の
方
お
よ
び
施
設
な
ど
を
利

　

用
し
て
い
る
方…

学
校
・
施
設
な
ど

●
申
込
期
間　

５
月
14
日
（
金
）
〜
６
月
２

　

日（
水
）期
限
厳
守

■
問
い
合
わ
せ

　

市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　

０
２
８
（
６
２
４
）２
７
６
１

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
族

が
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
の
心
の
病

に
か
か
り
、
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
家
族

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
内
容

●
場　

所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
対　

象　

統
合
失
調
症
・
う
つ
病
な
ど

　

の
心
の
病
を
持
つ
方
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
支
援
課

　
　
　
（
２
２
）２
２
５
９

要
約
筆
記
通
訳
者
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）受
講
生
募
集

第
６
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
選
手
の
募
集
に
つ
い
て

５月21日(金)
「家族の気持ちを話して
　みよう」
　担当：精神保健福祉士

６月18日(金)
「家族の気持ちを話して
　みよう」
　担当：精神保健福祉士
７月16日(金)
「生活とリハビリテーシ
　ョン」
　担当：作業療法士
●時間(各日共通)
　午後１時30分～３時30分

家
族
の「
心
の
病
」で
お
悩
み
の
方

家
族
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

「
メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
」一
緒
に
い
か
が
？

歩
い
て
郷
土
の
新
発
見
!!

健
康
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

なかがわ水遊園

佐良土多目的
交流センター

光丸山法輪寺

温泉神社

上侍塚古墳 より

お知らせ
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■問い合わせ　こども課子育て支援係   　（２３）８９３２

こんなときにはこんな手続きを
国民年金・その他の年金の届出について

20 歳になったとき
(学生・無職の方)

20歳になる前月に、日本年金機構から送付される
「国民年金加入届」を窓口に提出します。第１号
被保険者になります。

就職したとき 勤務先を通して手続きを行い、厚生年金や共済年
金などに加入します。第２号被保険者になります。

退職したとき
国民年金第 1号に切り替えます。第２号被保険者
から第１号被保険者になります。被扶養配偶者も
第１号被保険者になります。

配偶者の扶養からはずれ
たとき・配偶者が退職し
たとき

国民年金第３号から、国民年金第 1号に切り替え
ます。第３号被保険者から第１号被保険者になり
ます。

配偶者(第２号被保険者)
の扶養になったとき

配偶者の勤務先を通して、加入していた年金から、
国民年金第３号に切り替えます。第３号被保険者
になります。

扶養されている配偶者の
勤務先が変わったとき

年金手帳をなくしたとき
（手帳の再交付の申請）

第１号被保険者は、市国保年金課国民年金係、湯津上支所総合窓口
課、黒羽支所市民福祉課、大田原年金事務所のいずれかへ申請。
第２号披保険者(厚生年金・共済年金等加入者)や第２号被保険者に
扶養されている配偶者(第３号披保険者)は、第２号披保険者の勤務
先を通して申請を行います。

国民年金保険料の口座振替
（開始・停止・変更）をするとき 金融機関へ年金の口座振替依頼書等を提出します。

国民年金保険料の納付書を
なくしたとき

こんなとき 届け出る窓口 備　　　　考
市国保年金課国民年金係
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課

勤務先

市国保年金課国民年金係
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課

市国保年金課国民年金係
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課

配偶者の勤務先

配偶者の勤務先 配偶者の新しい勤務先を通して変更の届け出をし
ます。

大田原年金事務所で納付書の再発行をします。

■問い合わせ　市国保年金課国民年金係　　(２３)８９２８　 　大田原年金事務所　　(２２)６３１３

こんなとき 手続きの方法

子育て支援情報

★開設時間
　午前の部    9:00～12:00
　午後の部  13:00～16:00

子育てサロン

つどいの広場

子育て支援センター

木曜日

火･木･金および第２土曜日
★休館日:5/4

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

名称(場所)・開設時間・内容

月･水･金および第４土曜日
★休館日:5/3、5/5

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)
つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

★開設時間  9:00～12:00

★開設時間  9:00～14:00

親子交流の場の提供や子育ての
悩みに関する相談・適切なアド
バイスを行います。なお、電話
相談も受け付けています。お気
軽にご相談ください。

開設曜日

月・水曜日
★休館日:5/3、5/5

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

すみよし子育て支援センター(子育てプラザ館)
　　　（２３）８７２８

くろばね子育て支援センター(くろばね保育園)
　　　（５９）１０７７

しんとみ子育て支援センター(しんとみ保育園)
　　　（２２）５５７７

毎週  月～金曜日
★休館日:5/3、5/4、5/5

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館) 火曜日　★休館日:5/4

ゆづかみ子育て支援センター(ゆづかみ保育園)
　　　（９８）３８８１

各施設の利用にあた
っては､ケガや事故防
止のため､お子さんか
ら目を離さないよう
お願いします｡

★お願い★



●
日　

時　

５
月
16
日
(日
）

　

午
前
９
時
15
分
〜

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘　

多
目
的
運

　

動
場

●
参
加
チ
ー
ム
な
ど

○
２
０
１
０
全
日
本
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選

　

手
権
大
会

・
地
元
｢お
お
た
わ
ら
消
防
」チ
ー
ム
が
参
加

・
主
催　

(社
）日
本
綱
引
連
盟

○
第
６
回
全
国
青
少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引

　

競
技
大
会

・
全
国
お
よ
び
市
内
の
小
・
中
学
生
60
チ

　

ー
ム
が
参
加
。

・
主
催　

市
・
(社
）日
本
綱
引
連
盟

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(２
２
）８
０
１
７

　
●
日　

時　

５
月
16
日
(日
）

　

午
前
８
時
10
分
受
付
開
始

　

午
前
８
時
30
分
試
合
開
始

●
場　

所　

大
田
原
体
育
館

●
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
通

　

学
し
て
い
る
方

●
種　

目　

男
女
ダ
ブ
ル
ス
(上
級
・
中

　

級
・
初
級
者
に
分
か
れ
ま
す
）

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　

(中
学
生
以
下
は
１
０
０
０
円
）

●
申
込
方
法　

５
月
６
日
(木
）ま
で
に
、

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(県
北
体
育
館
内
）

　

ま
で
申
し
込
み
。

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
５
時
15
分
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
３
）８
０
１
７

　

く
ず
し
字
の
読
み
方
を
学
び
、
大
田
原

の
歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
本
年
度

は
、
か
つ
て
大
田
原
市
域
の
領
主
で
あ
っ

た
那
須
氏
お
よ
び
福
原
氏
に
伝
来
し
た
古

文
書
を
取
り
上
げ
ま
す
。「
一
回
読
み
切

り
方
式
」で
す
の
で
、
ご
自
身
の
ペ
ー
ス

に
あ
わ
せ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
程
と
テ
ー
マ

●
時　

間　

毎
回
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

30
分

●
場　

所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

　
（
大
田
原
市
前
田
９
８
０
‐
１
）

●
対
象
者　

初
心
者
対
象
。
各
回
の
講
座

　

で
取
り
上
げ
る
古
文
書
は
、
過
去
の
講

　

座
で
読
ん
だ
も
の
と
は
重
複
し
な
い
の

　

で
、
経
験
者
の
受
講
も
可
。

●
定　

員　

50
名
(定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
り
）

●
講　

師　

阿
部
能
久
(那
須
与
一
伝
承

　

館
学
芸
員
）

●
持
参
す
る
も
の

　

鉛
筆
、
ノ
ー
ト
な
ど

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

５
月

　

７
日
(金
）か
ら
６

　

月
４
日
(金
）ま
で

　

に
、
芭
蕉
の
館
の

　

窓
口
へ
直
接
ま
た

　

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　

(５
４
）４
１
５
１

　
　
　

(５
４
）４
１
８
８

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
住
民
が
積
極
的

に
参
加
し
、
生
涯
学
習
を
広
く
推
進
す
る

た
め
「
第
20
回
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
11
月
13
日
(土
）に
開
催
し
ま
す
。

　

企
画
委
員
と
し
て
、
大
田
原
市
の
生
涯

学
習
や
地
域
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
企
画
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

　

通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

●
募
集
人
員　

20
名
程
度

●
主
な
役
割　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
の
企

　

画
・
検
討
・
運
営

●
応
募
締
切　

５
月
28
日
(金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(９
８
）７
１
１
５

ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
大
会

２
０
１
０
全
日
本
選
手
権
大
会

第
６
回
全
国
青
少
年
競
技
大
会

第
38
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

「
第
20
回
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

企
画
運
営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
22
年
度
古
文
書
入
門
講
座

（
と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
）

昨年中学生男子の部で優勝した
大田原中学校柔道部

豊臣秀吉朱印状

古文書を読むにあたって
那須氏宛ての関東公方書状を読む
那須氏宛ての豊臣秀吉朱印状を読む
関ヶ原合戦の恩賞に関わる古文書を読む
徳川将軍家から福原氏へ出された古文書を読む
大名行列についての記録を読む
「生類憐みの令」に関わる古文書を読む
那須家の家宝返還に関わる古文書を読む
家の存亡に関わる古文書を読む
福原氏宛ての老中書状を読む
交代寄合那須衆の交流に関する古文書を読む

６月５日（土）

６月12日（土）
７月３日（土）
７月10日（土）
７月17日（土）
７月24日（土）
８月７日（土）
８月21日（土）
９月４日（土）
９月18日（土）

テ　ー　マ月　　日

お知らせ
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市
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
英
国
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
か

ら
４
名
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
、
市
内
一

般
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
日

本
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
学
ん
で
も
ら
う

交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
校
生
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間

　

７
月
27
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
の
15
日

　

間
(予
定
）

●
応
募
要
件

　

高
校
生
の
い
る
家
庭
(平
成
22
年
４
月

　

現
在
）

●
応
募
方
法

　

５
月
28
日
(金
）ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

　

ま
た
は
各
地
区
公
民
館
に
あ
る
「
ホ
ス

　

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
申
請
書
」を
直
接

　

ま
た
は
郵
送
で
生
涯
学
習
課
ま
で
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

市
で
は
、
広
く
国
際
的
視
野
を
持
ち
地

域
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、

女
性
を
海
外
に
派
遣
す
る
「
大
田
原
市
女

性
の
海
外
研
修
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
派
遣
先　

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス

●
派
遣
期
間　

10
月
５
日
(
火
）〜
10
月

　

14
日
(木
）ま
で
の
10
日
間

●
派
遣
人
員　

10
名

●
研
修
内
容

･
事
前
研
修
３
回
実
施

　
﹇
第
１
回
７
月
、
第
２
回
８
月
(１
泊
２

　

日
の
宿
泊
研
修
）、
第
３
回
９
月
﹈

･
現
地
研
修　

訪
問
国
に
お
け
る
施
設
訪

　

問
研
修
(女
性
、
環
境
、
福
祉
、
教
育

　

問
題
な
ど
）や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

･
事
後
研
修　

報
告
会
、
報
告
書
作
成
な
ど

●
研
修
費　

個
人
負
担　

20
万
円

●
募
集
期
間　

４
月
26
日
(月
）〜
６
月
10

　

日
(木
）

●
応
募
資
格

・
大
田
原
市
民
で
、
昭
和
30
年
４
月
２
日

　

か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女

　

性
。
た
だ
し
、
学
生
お
よ
び
５
年
以
内

　

に
公
費
に
よ
り
海
外
研
修
に
参
加
し
た

　

方
を
除
く
。

･
地
域
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
研

　

修
終
了
後
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

　

図
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
積
極
的

　

に
地
域
活
動
が
で
き
る
方

･
心
身
と
も
に
健
康
で
協
調
性
に
富
み
、

　

事
前
研
修
か
ら
事
後
研
修
ま
で
の
全
日

　

程
を
通
し
て
参
加
で
き
、
規
律
あ
る
団

　

体
行
動
が
で
き
る
方

●
応
募
方
法　

海
外
研
修
参
加
申
込
書
に
、

　
「
研
修
成
果
を
活
動
に
ど
う
生
か
し
て

　

い
き
た
い
か
」を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字

　

程
度
に
ま
と
め
た
小
論
文
を
添
え
て
、

　

企
画
政
策
課
に
申
し
込
み
。

※
参
加
申
込
書
と
小
論
文
の
用
紙
は
、
企

　

画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

●
選　

考　

応
募
者
の
中
か
ら
、
小
論
文

　

と
面
接
に
よ
り
選
考
。
(選
考
日
は
６

　

月
下
旬
の
予
定
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
は
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
あ
る
人
生
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
域
活
動
実
践
者
の
養
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

●
学
習
年
限　

平
成
22
年
10
月
入
学
・
平

　

成
24
年
９
月
卒
業
の
２
年
間

●
授
業
時
間　

週
１
回
(原
則
火
曜
日
）、

　

１
日
４
時
間
(午
前
10
時
〜
正
午
、
午

　

後
１
時
〜
３
時
）

●
授
業
料　

年
額
１
万
８
０
０
０
円
、
そ

　

の
他
資
料
代
、
自
治
会
活
動
・
ク
ラ
ブ

　

活
動
・
実
習
教
材
・
通
学
な
ど
の
経
費

　

は
自
己
負
担
。

●
応
募
資
格

①
60
歳
以
上
で
県
内
に
在
住
の
方

②
地
域
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
、
ま
た

　

は
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

③
50
歳
〜
60
歳
未
満
の
方
で
、②
の
要
件

　

を
満
た
し
、
市
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

●
募
集
定
員　

１
２
０
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　

決
定
。
入
学
の
可
否
は
、
８
月
下
旬
ま

　

で
に
直
接
通
知
。

●
入
学
願
書
受
付
期
間

　

６
月
１
日
(火
）〜
30
日
(水
）

※
郵
送
の
場
合
、
６
月
30
日
(
水
）当
日

　

消
印
有
効

●
応
募
方
法

　

入
学
願
書
を
高
齢
い
き
が
い
課
に
直
接

　

ま
た
は
郵
送
で
提
出
。
入
学
願
書
は
高

　

齢
い
き
が
い
課
(市
役
所
東
庁
舎
別
館
）

　

で
配
布
。

●
北
校
説
明
会

○
日　

時

･
第
１
回

　
　

５
月
14
日
(金
）午
前
10
時
〜

･
第
２
回

　
　

６
月
18
日
(金
）午
前
10
時
〜

○
場　

所　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北

　

校
(矢
板
市
矢
板
５
４
）

※
入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
説
明
会
に
で

　

き
る
だ
け
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

　
　
　

０
２
８
７
(４
３
）９
０
１
０

　

市
高
齢
い
き
が
い
課
高
齢
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０

平
成
22
年
度
高
校
生
交
流
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

第
９
回
大
田
原
市
女
性
の

海
外
研
修
事
業
参
加
者
募
集

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

第
32
期
生
募
集

昨年度交流したセントアンドリュースと
市内の高校生

お知らせ
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旧
黒
羽
町
出
身
で
、
黒
羽
太
鼓
や
与
一

太
鼓
の
育
成
に
尽
力
し
た
和
太
鼓
作
曲
の

第
一
人
者
、
藤
田
正
典
先
生
を
追
悼
す
る

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

５
月
23
日
(日
）午
後
１
時
30

　

分
開
演

●
場　

所　

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

●
出　

演　

黒
羽
太
鼓
・
与
一
太
鼓
(以

　

上
大
田
原
市
）、
戊
辰
太
鼓
(日
光
市
）、

　

流
響
塩
原
太
鼓
(那
須
塩
原
市
）、
喜
連

　

川
公
方
太
鼓
(さ
く
ら
市
）

●
入
場
料　

無
料

●
主　

催　

藤
田
正
典
先
生
追
悼
演
奏
会

　

実
行
委
員
会
(代
表  

黒
羽
太
鼓  

大
平
弘
之
）

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
、
心
身
の

発
達
や
精
神
に
障
害
が
あ
っ
た
り
す
る
方

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
車
両

･
障
害
者
が
所
有
し
、
障
害
者
本
人
が
運

　

転
す
る
車

･
障
害
者
ま
た
は
障
害
者
と
生
計
を
一
に

　

す
る
方
も
し
く
は
常
時
介
護
を
す
る
方

　

が
所
有
し
、
生
計
を
一
に
す
る
方
も
し

　

く
は
常
時
介
護
を
す
る
方
が
運
転
す
る
車

※
構
造
が
身
障
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め

　

の
車
(車
い
す
移
動
車
）や
公
益
の
た
め

　

に
直
接
専
用
す
る
車
も
減
免
の
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

●
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲

･
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

て
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

･
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

･
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
障

　

害
の
範
囲
が
｢Ａ
」「
Ａ
１
」「
Ａ
２
」の
方

･
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

　

受
け
て
い
て
、
障
害
の
程
度
が
｢１
級
」

　

の
方

※
該
当
要
件
や
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

･
手
帳
(身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

な
ど
）

･
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

･
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

･
印
鑑

●
申
請
す
る
期
間

　

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か

　

ら
(５
月
12
日
発
送
）、
軽
自
動
車
税
納

　

期
限
５
月
31
日
(月
）ま
で
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

･
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減
免
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

･
減
免
の
対
象
は
、
普
通
自
動
車
等
を
含

　

め
て
１
人
１
台
で
す
。

･
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
大
田
原
県

　

税
事
務
所
(　

２
３
‐
４
１
７
２
）に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
税
制
係

　
　
　

(２
３
）８
７
８
５

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　

(９
８
）２
１
１
１

　

黒
羽
支
所
観
光
経
済
課

　
　
　

(５
４
）１
１
１
４

●
活
動
内
容　

酒
類
小
売
販
売
場
(ス
ー

　

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
小

　

売
酒
販
店
な
ど
）で
買
い
物
な
ど
を
す

　

る
機
会
を
利
用
し
て
、
未
成
年
者
飲
酒

　

防
止
に
関
す
る
表
示
や
店
頭
価
格
の
状

　

況
を
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
所
定
の
用

　

紙
に
記
載
し
て
所
轄
税
務
署
へ
提
出
。

※
応
募
方
法
、
募
集
期
間
な
ど
詳
し
く
は
、

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

　
　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
税
務
署　

酒
類
指
導
官

　
　
　

０
２
８
(６
２
１
）２
２
４
９

　

市
で
は
、
農
業
に
お
け
る
園
芸
振
興
、

産
地
育
成
の
た
め
に
、
市
単
独
補
助
金
と

し
て
購
入
費
や
資
材
費
を
補
助
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
該
当
す
る
事
業

を
予
定
し
て
い
る
農
業
者
・
農
業
生
産
組

織
な
ど
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
事
業
内
容　

左
表
の
と
お
り

●
申
請
に
つ
い
て　

施
設
や
機
械
を
導
入

　

す
る
３
か
月
前
ま
で
に
農
政
課
ま
で
相

　

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

和
太
鼓
作
曲
第
一
人
者

藤
田
正
典
先
生
追
悼
演
奏
会

軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
募
集

農
業
者・農
業
生
産
組
織
な
ど
の
皆
様
へ

市
単
独
補
助
金
の
案
内

保冷庫導入事業

園芸拡大支援事業

営農集団共同利用
機械導入事業

アスパラガス生産
拡大支援事業

園芸用保冷庫(1.5 坪
以上）購入費補助
園芸用パイプハウス
資材費補助
330 ～ 1,000 ㎡
共同利用施設・
機械購入費補助
アスパラガス種子
および苗購入費補助
（10ａ以上作付）

個人
生産組織など

個人
生産組織など

生産組織など

個人
生産組織など

３分の１以内
（12 万円上限）

３分の１以内
（１㎡あたりの上限有）

４分の１以内
（50 万円上限）

３分の１以内

事業名 事業内容 補助内容 補助対象

【市単独補助金一覧】

お知らせ
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有
害
鳥
獣
で
あ
る
カ
モ
や
カ
ラ
ス
は
農

作
物
や
稲
・
苗
な
ど
を
食
べ
る
た
め
、
毎

年
多
く
の
田
畑
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
食
害
対
策
と
し
て
次

の
と
お
り
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・
駆
除
を
実

施
し
ま
す
。
田
畑
・
山
林
の
近
く
で
の
農

作
業
や
子
ど
も
の
外
遊
び
に
は
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
捕
獲
期
間　

５
月
21
日
（
金
）･22
日
（
土
）

●
駆
除
対
象
鳥
獣　

カ
モ
・
カ
ラ
ス

●
駆
除
方
法　

銃
猟
に
よ
る
捕
獲
・
駆
除

●
対
象
地
区　

金
田
･親
園
･野
崎
･佐
久

　

山
地
区
、
湯
津
上
全
地
区
、
黒
羽
全
地
区

●
実
施
主
体　

対
象
地
区
の
区
長
会　
　

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

●
日　

時　

６
月
15
日
（
火
）･16
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
40
分

　
（
受
付
は
午
前
９
時
〜
９
時
30
分
）

●
場　

所　

金
田
北
地
区
公
民
館

　

大
田
原
市
市
野
沢
１
９
８
８
‐
１

●
定　

員　

１
３
０
名
（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
）

●
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　

含
む
。欠
席
の
場
合
、
受
講
料
の
払
い
戻

　

し
な
し
。）

●
受
付
期
間　

５
月
19
日
（
火
）
〜
５
月
25

　

日（
火
）

●
申
込
方
法　

講
習
申
込
書
を
財
団
法
人

　

日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
同
協
会
ま
で
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
日
本
防
火
協
会

　
　
　

０
３（
３
５
９
１
）７
１
２
１

　
　
　

0
3（
3
5
9
1
）7
1
3
0

　
　
　

h
ttp
://2
0
2
.2
1
8
.1
1
2
.1
0
9
/

　
　
　

lec_
in
fo
/in
d
ex.p

h
p

※
問
い
合
わ
せ
の
み

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
２
２
）３
０
１
６

　

黒
磯
那
須
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

０
２
８
７
（
６
２
）０
８
６
４

　

(23)4560
平　日 9:30～19:30
土日祝 9:30～17:30

●日　時　５月９日(日)､５月16日(日) 午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

●日　時　５月８日(土) 午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

子どものつどい

平　日  9:00～17:00
土日祝  9:00～17:00(98)2111

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

(59)0855
平　日  9:30～18:30
土日祝  9:30～17:30

●日　時　５月９日(日) 午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ・紙しばいなど

コアラおはなし会

カ
モ
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲 

・ 

駆
除

を
実
施
し
ま
す
！

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
の
ご
案
内

図書館のホームページ上で
蔵書の予約ができます｡
詳しくは、各図書館までお
問い合わせください。

開館時間

開館時間

開館時間

　(２２)０１１９　

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

(　　　　　　　  )

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

火災発生時の情報をお知らせします

◆交通事故  ３月分

救急出場件数

２４件
２人
３０人

 １８０件

０件
０件
１件
１件

３件
０件
４件
７件

０千  円
６,８４３千  円

◆火災･救急 ３月分
火災発生件数

人身事故
死 者
負 傷 者
物件事故

建 物
林 野
そ の 他
計

損 害 額

７２件
３７７件
１６２件
６１１件

３５件
１０９件
５６件
２００件

交 通
急 病
そ の 他
計

７２件
５人
９７人

 ５２１件

救急車の適正利用にご協力ください

消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の市町
　村に住所を定めている者として、当
　該市町村の住民基本台帳に記載され
　ている者の数およびそれらの者が構
　成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣「火災救急｣の(　)
　内の数字は平成22年１月からの
　累計です。

　男　  ３７,４９７ 人
　女　  ３８,１３８ 人
　計　  ７５,６３５ 人
世帯数  ２６,６９６ 世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

３月中の異動 ( 住民基本台帳による )

◆人口の動き(４月１日現在)

転入 ４８１人
転出 ５８３人 

　男　  ３９,４５６ 人
　女　  ３８,２３６ 人
　計　  ７７,６９２ 人
世帯数  ２７,８４５ 世帯

出生 ４８人
死亡 ７０人

国民の祝日には国旗を掲揚しましょう
国旗セット購入のお問い合わせは
総務課総務防災係まで。見本もあ
ります。
■問い合わせ   総務課総務防災係
　　   　　　　　　(２３)１１１１

お知らせ・統計・図書館
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友の会優先電話予約　　  ５月20日(木) 午前９時～
  ※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません。

チケット発売日　　　　  ５月22日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月24日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●渚智佳ピアノリサイタル
第54回レクチャー・コンサート／シューマン生誕200年記念事業

●渚智佳ピアノリサイタル

※入場は就学児以上とさせてい
　ただきます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

８月20日(金)
午後６時開演／大ホール
第１部  レクチャー
　｢シューマンの人と作品」
第２部  コンサート

全席指定   
一般  1,000円(友の会  900円)

　

♪当ホール館長で音楽評論家の丹羽正明がクラシッ
クの本質を分かりやすくレクチャーします。今回は
個性的表現の面ですぐれ、鋭い感性と知性に恵まれ
ていたシューマンのピアノ曲に迫ります。

第54回レクチャー・コンサート／シューマン生誕200年記念事業

チケット好評発売中チケット好評発売中

●うたもいっぱい！つくってあそぼショー●うたもいっぱい！つくってあそぼショー
日時・会場

チ ケ ッ ト

５月30日(日)／大ホール
２回公演①午後１時30分開演
　　　　②午後３時30分開演

【出演】
　第１部   丹羽正明(解説)
　第２部   渚   智佳(ピアノ)

ベンチャーズ

※入場は3才以上とさせ
　ていただきます

全席自由 
大人  1,000円
(友の会 900円)
子ども(３才～小学生)
  500円

※入場は就学児以
　上とさせていた
　だきます。

●上松美香アルパ・デュオ・コンサート
　　　～生まれゆく時の中で～
●上松美香アルパ・デュオ・コンサート
　　　～生まれゆく時の中で～
日時・会場

チ ケ ッ ト

５月23日(日)
午後３時開演
大ホール

全席指定 
一般  2,500円
(友の会2,300円)
学生  1,500円

　子どもたちがオーケストラの楽器に触れて、オー
ケストラを丸ごと楽しめる「楽器と遊ぼう～子ども
・オーケストラたんけん～」を開催します。
　詳しくはハーモニーホール事務局までお問い合わ
せください。
●日　時　６月27日（日）　午後１時開始
●場　所　那須野が原ハーモニーホール
　　　　　大ホールほか
●内　容　楽器の音出し体験
　　　　　オーケストラ音楽体験
●対　象　 小学生・中学生
●定　員　100名(先着順)
●費　用　100円
●指導・演奏　那須フィルハーモニー管弦楽団
●申込方法
　５月15日(土)～５月
　31日(月)の期間中に
　ハーモニーホール事
　務局までお申し込み
　ください。

参加者募集！
楽器と遊ぼう～子ども･オーケストラたんけん～

参加者募集！
楽器と遊ぼう～子ども･オーケストラたんけん～

渚　智佳(ピアノ)

昨年の｢楽器と遊ぼ
う～子ども・オーケ
ストラたんけん～｣

▼

※入場は就学児以上とさせ
　ていただきます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

７月３日(土)
午後３時開演
大ホール
第1部  レクチャー
　｢シューベルトの歌曲｣
第2部  コンサート

全席指定 
  1,000円(友の会 900円)

♪当ホール館長で音楽評論家の丹羽正明がクラシッ
クの本質を分かりやすくレクチャーします。今回は
特にドイツ歌曲において功績が大きく、｢歌曲の王｣
と呼ばれたシューベルトに迫ります。

【出演】
　丹羽正明(解説)
　西村有希子(ソプラノ)　
　加耒　徹(バリトン)　
　東井美佳(ピアノ)
　齋藤雄介(クラリネット)

●シューベルト   ～ウィーン･ウィーン･ウィーン～
第5３回レクチャー・コンサート

●シューベルト   ～ウィーン･ウィーン･ウィーン～
第5３回レクチャー・コンサート

ハーモニーホール

平成22年５月１日号17

うたのおねえさん・ゴロリ・ワクワクさんうたのおねえさん・ゴロリ・ワクワクさん

写真:川村悦生

上松美香
(アルパ)
上松美香
(アルパ)

黒岩麻衣子
（アルパ）
黒岩麻衣子
（アルパ）

藤間　仁(ギター)藤間　仁(ギター)

加耒　徹
(バリトン)
加耒　徹
(バリトン)

西村有希子
(ソプラノ)
西村有希子
(ソプラノ)

東井美佳
(ピアノ伴奏)
東井美佳
(ピアノ伴奏)

齋藤雄介
(クラリネット)
齋藤雄介

(クラリネット)
齋藤雄介

(クラリネット)



『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   (23)8700 までご連絡ください。

４月10日  春の交通安全パレード
　　　　　　　春の交通安全県民総ぐるみ運動
　　　　　　　の一環として、大型バイクによ
るパレードが行われました。栃木県警白バイ隊
とともに、大型バイク愛好会会員が参加。道の
駅那須与一の郷を起点に、交通安全をＰＲしな
がら２時間かけて市内をパレードしました。

おおや

桜が満開となったこの日、入牧が予定されている
90頭のうち、乳牛35頭が入牧しました。まだほっ
そりとした牛も、27ヘクタールの牧草地を元気に
駆け回りながら、収牧される11月初旬までには体
重を約200㎏も増やします。

4月13日  大野放牧場 入牧 (湯津上  大野放牧場）

平成22年５月１日号 18

市内サクラの名所めぐり市内サクラの名所めぐり

城址を囲む御殿山のヤマザクラ(佐久山)城址を囲む御殿山のヤマザクラ(佐久山)
春雪の残る山々を背に
「磯家氏神様の桜」(親園)
春雪の残る山々を背に
「磯家氏神様の桜」(親園)

野崎第二工業団地の見事な桜並木(上石上)野崎第二工業団地の見事な桜並木(上石上) 水面にせり出す美原公園の巨木(美原)水面にせり出す美原公園の巨木(美原)

境内を華やかに彩る光丸山法輪寺の「西行桜」(佐良土)境内を華やかに彩る光丸山法輪寺の「西行桜」(佐良土) 迫力のある青木山龍念寺のシダレザクラ(中野内)迫力のある青木山龍念寺のシダレザクラ(中野内)

青空に映える正覚山光厳寺の桜(寺宿)青空に映える正覚山光厳寺の桜(寺宿)
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